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シアノ基が遷移金属イオン間を架橋した構造を持つシアノ架橋型金属錯体は、遷移金属イオン

間にシアノ基を介して働く超交換相互作用やシアノ架橋構造の柔軟性から、新奇物性を兼ね備え

た分子磁性体の候補として注目されている[1][2][3][4]。当研究室ではシアノ架橋型金属錯体の一種

である銅-オクタシアノモリブデン錯体(CuII
2[MoIV(CN)8]·8H2O : CuMo)の粉末試料において、光誘

起磁化と強誘電性を報告している[5]。また、CuMo は溶液中の電気化学反応で電極表面に薄膜と

して合成することが可能である。本研究において、ITO 電極上に電気化学的に合成した CuMo 薄

膜試料について PUND 法を用いた分極測定を行った結果、強誘電的分極反転が観測されたことを

報告する。 

CuMo 薄膜試料は Na3[MoV(CN)8]·4H2O と CuII(NO3)2·3H2O が溶解した pH3 の硝酸酸性水溶液に

+500 mV(vs. Ag/AgCl)の条件で電圧を印加することで MoVを MoIVに還元し、作用極上に紫色の薄

膜として合成した。元素分析の結果、本薄膜の組成は Cu2[Mo(CN)8]·8.0H2O であることがわかっ

た。赤外分光測定の結果から、CuIIと MoIVの間をシアノ基が架橋結合していることが示唆された。

粉末Ｘ線回折測定から、本薄膜は Figure 1 で示される構造の微結晶から成ることが示唆された。

次に CuMo 薄膜試料について 77 K-210 K の温度域で分極測定を行った。その結果ヒステリシスル

ープが観測された。さらに CuMo 薄膜試料の分極反転について詳細に調べるため PUND 法を用い

た分極測定を行ったところ、0.1-1 nC/cm2 オーダーの分極反転が観測され(Figure 2)、更にそれが

ゼロ電場において 10 s オーダーの時間をかけて緩和することが明らかとなった。 
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Figure 2. Polarization inversion measured at several 
temperature and voltage application time 

Figure 1. A structure presumable 
from the PXRD pattern 
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